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※１７００系は西尾～津島系統の特急用として、１９９９年に１６００系としてデビュー

しました。 

当初は全車特別車の３両編成で「パノラマＳｕｐｅｒ」の愛称も付けられていましたが、

２００８年に中部国際空港アクセス用２２００系と同一の一般車（２３００系）を新製

し、特別車２両＋一般車４両の６両編成に組み替えられました。このとき、岐阜寄りの

２号車と３号車を豊橋向きに方向転換して組み込んだため（１号車は廃車）、全車特別車

時代と現在とでは設備の配置場所が異なっています。 

この組み替えにより、形式が１７００系に変更されると共に「パノラマＳｕｐｅｒ」の

愛称も外され、現在に至っています。 

 

車いす対応座席（次ページの配置図で「Ｈ」と標記） 

２号車の１番のＡ席とＤ席が、車いすからの乗り移りに便利なよう通路向きに回転し、

かつ肘掛けを跳ね上げられる構造になっていて、車いす固定用の設備もあります。 

車いすスペース（次ページの配置図で「ｈ」と標記） 

６号車の岐阜寄りの腰掛の一部が跳ね上げ式になっていて、車いすスペースとすること

ができます。 

多目的室 

設置されていません。 

車いす対応トイレ（次ページの配置図で「Ｂ」と標記） 

２号車の豊橋寄りにベビーベッド（おむつ交換台）を併設した多機能トイレがあります。 

洗面所 

２号車の多機能トイレの向かいに車いす対応構造のものがあります。 

公衆電話 

当初は２号車の豊橋寄りに車いす対応構造でないものが設置されていました。 

撤去された時期は未確認です。 

飲料自動販売機 

２号車の豊橋寄りに車いす対応構造でないものが設置されています。 

受動喫煙の発生状況 

１９９９年５月１０日の運転開始当初から全車禁煙です。 

 

乗車・調査の実施記録 

２００７年１０月１０日（水曜日） 

吉良吉田７時３０分発佐屋ゆき２８５列車 

（全車特別車３両編成×２本の６両編成、神宮前→津島間で５号車に乗車） 

車両番号・５号車＝サ１６５３（１９９９年・日本車輌製） 
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名古屋鉄道１７００系＋２３００系の車内設備の配置図 

 

＊１・２号車（１７００系）は特別車、３～６号車（２３００系）は一般車です。 

＊岐阜寄りに一般車２両を増結した８両編成で運転される列車もあります。 

 

←豊橋・中部国際空港                                              新鵜沼・岐阜→ 

   ①   ②   

     v Ｈ   

   指   指   

     B Ｈ   

 

  ③   ④   ⑤   ⑥    

               

  自   自   自   自    

           ｈ    

 

凡例 

指＝特別車（指定席）                    自＝一般車（自由席） 

Ｈ＝車いす対応座席                      ｈ＝車いすスペース 

Ｂ＝車いす対応トイレ（ベビーベッド付）  ｖ＝飲料自動販売機 

 

細字＝受動喫煙が発生していない清浄な空気の禁煙車 
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名古屋鉄道１６００系 

（全車特別車の時代に撮影） 

 

  
名古屋鉄道１７００系の 

車いす対応座席 

名古屋鉄道１７００系の 

公衆電話撤去跡 
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名古屋鉄道１７００系の 

多機能トイレ 

名古屋鉄道１７００系の洗面所と 

飲料自動販売機 

 


